
１月 ２月 ３月

「学校がある日の放課後、1日に
どれくらいメディアを見たり、
使ったりしますか」2時間未満
70％以上→60.8％
メディア利用に関しての問題点
を探る項目を入れる。→実施済

情報機器の所持や使用の
ルールの有無がメディア利
用時間と相関があることが
分かった。３学期には生徒
や保護者へ結果を返し、メ
ディアとのつきあい方を考
える資料にする。

生活指導

・冬休み終了後の服装・頭髪指
導

・第三回生活振り返りアンケー
トの実施と集計分析
・ネット利用に関して保護者へ
の啓発活動

・生活振り返りアンケート分析
後、生徒・保護者への啓発
・学年末休前指導

○ルール・マナー・モラ
ルを守ろうとする意識
のさらなる向上。
○テレビ視聴時間やパ
ソコン・ゲーム時間を自
己管理できるようにさ
せる。

◇生活振り返りアンケート
『服装・頭髪など学校の
ルールを守って生活できて
いますか。』の項目で、肯
定的意見80％以上
『平日のＴＶ視聴』2時間ま
でが70％以上。

○食生活調査
「朝食で主食・主菜・副菜がそ
ろっている」
２８％以上→29.5％
「普段から苦手なものでも頑
張って食べている」５5％以上→
48.5％
○中学校保護者の親子クッキン
グ参加２組以上→０組

給食時間に栄養教諭が各教
室を回って、偏食指導を行
う。

保護者啓発の手段として、
食育だより・献立表を見や
すくする工夫を今後も継続
する。

食育指導

「全国学校給食週間」
特別献立の実施

春休み中の食生活についての指導
○健康と食事の関わり
を理解する。
○栄養の偏りなく食事
しようとすることができ
る。

◇生活振り返りアンケート
「朝食を必ず食べる」８７％
以上

「朝食をとる」９６．３％
必ず朝食をとる生徒が増えてい
る。
睡眠時間７時間以上４６．２％
夜の歯みがき４３％
６月に比べると数値は上がって
いるがまだ低い。

個別指導を継続して行う。
保健員会と連携して啓発を
行う。
保健だよりで、睡眠、ゲー
ム等生活習慣改善の啓発を
行う。

健康安全指導

・歯みがき強化週間
・積雪時の安全指導

・積雪時の安全指導
・町内保小中夜の歯みがき週間の実
施

・春休み中の健康安全についての指
導

○基本的生活習慣が
身につき、朝食を食べ
ない生徒や就寝時刻
の遅い生徒をさらに減
少させる。

○生活振り返りアンケート
睡眠時間「7時間以上」が
55％以上
「朝食をとる」が96％以上
○夜の歯みがきが「3分より
長く」が６５％以上

○生活振り返りアンケート
「交通のルール、マナーを進ん
で守ることができた。」80%以
上→76.4%
前回の64.5％よりは改善はみら
れる。

前回の結果より、改善の結
果はみられるが、目標に達
していないので、取り組み
を今度も継続して行う。
下校指導や、帰りのバス待
ちの見回りなども計画し
て、行っていく。

交通安全指導
○進んで交通のマ
ナーやルールを守れ
る生徒を更に増やす。

○生活振り返りアンケート
「交通のルール、マナーを
進んで守ることができた。」
評価する。きちんと守ること
ができた。80%以上

○全校教育相談アンケート「不
安なこと等」65％以上。教職員
質問紙「学校不適応対策等」
82％以上。新規不適応はあった
が、教室復帰に向けて相談室で
リズムを作っている。

三学期は新年度に向けての
学期。新規不適応を未然防
止するように生徒の状況把
握に努めるとともに、相談
室生徒等、心配な生徒へ新
年度に向けて必要な力をつ
けていく。

不適応対策
教育相談活動

・冬休み明けの生徒の実態把握
と早期対応

・不適応対策委員会による検討、
共通理解

・新年度に向けた、個々の生徒毎
の実態整理と引き継ぎ準備

○対象生徒の実態・課
題を共通理解し、その
課題等に応じた対応を
チームで行うことができ
る

◇３学期の新規学校不適
応として不適応対策委員
会で検討する生徒ゼロ人

・89%
計画通り、支援員会、就学指導
委員会等を実施することができ
た。

定期の会の計画を早めに行
う。 特別支援教育

・個別の教育支援計画、個別の
指導計画の評価
・来年度個別の教育支援計画・
指導計画（案）の作成

・第三回支援委員会（今年度の成果
と課題）

・来年度に向けての引き継ぎ準備・ま
とめ

○生徒の情報を共通
理解し、個別の支援計
画に基づいて、一人一
人に対応した個別支
援ができる。

◇対象生徒の学習状況を
振り返り、来年度の指導計
画を作成し引き継ぎの準
備をすることができる。

・「大切にされている」90％と
達成できた。
・「望ましい人間関係をつくる
ことができた」90％と達成まで
あともう少しであった。

・学習したことと、普段の生活
とがなかなか結びつかない。
授業の取り組み方・内容等も
考えていく必要がある。
・周囲に対し自分から関われ
ない生徒に変化があまりな
い。

人権教育

○人権・道徳の学習お
よび学校行事への取り
組みを通して、自信や
充実感を持ち、自他を
認め合うことができる。

◇生活振り返りアンケート
『自分のことが好きです
か。』の項目で、肯定的評
価が全体で65％以上

・２つの項目とも、８０％に遠
く及ばない状況であった。意識
を高めるような工夫や、集団と
しての目標設定を工夫していく
必要がある。

掃除に対する意識が向上す
るような取り組みを、委員
会で考える。(若鷲カップ
や縦割りで3年生が指導す
るなど)

環境美化 ・環境緑化活動（卒業式に向
けて）

・掃除道具の点検

○積極的に清掃活動
に取り組む生徒が増え
る。
○はじめて緑化活動に
参加する生徒数の増
加

◇生活振り返りアンケート
『節水・節電など環境を改
善する意識を持って行動し
ている。』の項目で、肯定
的評価が全体で84パーセ
ント以上

分掌がめざす
生徒の姿

分掌目
標
Ｐｌａｎ

校訓「みずから学び　みずから鍛え　みんなと生きる」を体現する生徒の育成

  (1)質の高い授業を実践することによって基礎・基本の徹底と思考力･判断力･表現力の育成をバランスよく図り、自ら課題意識を持って友と高め合うことのできる生徒を育成する。
  (2)あらゆる教育活動を通じて辛抱・我慢する心、困難に打ち勝つことのできる精神力、自己コントロールできる力を鍛え、強くたくましい心と体を育成する。
  (3)人のために自分には何ができるかを考え行動することが、最終的に自己理解や自分を大切にすることにつながることを実感させ、将来の進路選択への展望を持たせる。

規則正しい生活習慣を定着させるとともに、ルール・マナー・モラルの向上と共生の精神を尊重する態度を育て、地域に貢献する意欲を高める。
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学校教育目標

重点努力事項

分掌重点目標

２学期
成果と課題
Ｄo＆Ｃheck

３学期への提言
Ａction 主な活動　Ｄｏ

活動へ向けての努力事項　Ｄｏ

澤田美喜さんの生き方に学ぶ（２年生） 

教科書無償の取り組みに学ぶ（１年

無言掃除・時間いっぱい掃除の徹底 

給食時の指導、食育掲示の実施 

献立表、食育だよりによる啓発活動 

生活振り返りアンケート実施→分

・歯みがきの指導 

・手洗い・うがいの徹底指導 

・教室の換気とインフルエンザ予防 

・「保健便り」による啓発活動 

個別の指導計画に基づく支援の実

生活振り返りアンケート実施→分

登下校の交通安全啓発活動 

放課後の下校指導（自転車通学、送迎の待機場所の見回り等） 


